
 

 
2026 年 7 ⽉ 3 ⽇ 

報道関係各位 
GMO インターネットグループ株式会社 

 

GMO インターネットグループ、3 年⽬となる AI を活⽤したデザインコンテスト 
「GMO DESIGN AWARD 2026」を開催 

〜審査員⻑に引地 耕太⽒を迎え、若⼿クリエイターを対象に作品を募集〜 

 
GMO インターネットグループ（グループ代表︓熊⾕ 正寿）は、2026 年 6 ⽉ 15 ⽇（⽉）より、3 回⽬

となる AI を活⽤したデザインコンテスト「GMO DESIGN AWARD 2026」の作品募集を開始しました。本
コンテストは、18 歳以上 30 歳未満の若⼿クリエイター・デザイナーを対象に、AI を制作プロセスに活⽤
した作品を表彰するデザインコンテストです。 

今回は、「トキメキ」をテーマに、「プロダクト部⾨」と「ビジュアル部⾨」の 2 部⾨で、制作プロセスに
AI を活⽤した作品を募集し、最優秀賞には賞⾦ 100 万円が贈られます。 

また、審査員⻑として⼤阪・関⻄万博デザインシステムを⼿がけたクリエイティブディレクター引地 耕
太⽒（株式会社 VISIONs）、他審査員に有⾺ トモユキ⽒（⽇本デザインセンター）、清⽔ 勝太⽒
（KOEL）、広野 萌⽒（株式会社フォルテ）を迎え、若⼿クリエイターが AI を活⽤したクリエイティブの実
⼒を本気で試す場として、業界での認知度を⾼め、キャリアの⾶躍につながる機会を提供します。 
 

 
【デザインコンテスト「GMO DESIGN AWARD 2026」】 
（URL︓https://gmo-design-award.com/） 
 
■コンテストのテーマ「トキメキ」 

AI の急速な普及により、⾼品質なクリエイティブが誰でも⼿軽に⽣み出せる時代になりました。 
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こうした変化の中で、本コンテストが 3 年⽬のテーマとして掲げるのが「トキメキ」です。均質化が進む
AI 時代だからこそ、効率や正解だけでは測れない「⼈の⼼が動く瞬間」に価値があると私たちは考えてい
ます。本コンテストでは、AI を制作プロセスに取り⼊れながら、そうしたトキメキを⽣み出す作品・プロ
ダクトを広く募集します。 
 
■コンテスト開催の背景 

GMO インターネットグループは、インターネットインフラから AI、セキュリティ、⾦融まで幅広い技術
領域でサービスを展開するとともに、デザインの⼒をグループ全体で⾼めることに積極的に取り組んでいま
す。 

AI の急速な普及により、クリエイティブの表現⼿段は⼤きく広がっています。だからこそ、効率や正解
だけでは測れない「トキメキ」がどこから⽣まれるのか̶̶その問いは、これまで以上に⼤きな意味を持ち
ます。⼀⽅で、AI を使いこなして⽣まれた表現が、第⼀線のクリエイターに評価され、実⼒を本気で試せ
る場は、まだ多くありません。次世代のクリエイターがその実⼒を試し、成⻑できる場を継続的に提供する
ことが⾃分たちの役割だと考えています。 
 本コンテストは 2024年の第 1 回（応募 75件）、2025 年の第 2 回（応募 147件）と着実に規模を拡⼤
してきました。3 年⽬となる本年は、グループの理念をもとに 2026 年に新たに策定したグループ共通の
「デザインプリンシプル」を審査基準に初めて導⼊するなど内容をブラッシュアップし、若⼿クリエイター
の登⻯⾨として、デザイン業界で圧倒的な存在感を持つ若⼿向けコンテストへと進化させていきます。 
 

なお、昨年の受賞作品はこちらからご確認いただけます。 
（参考︓https://gmo-design-award.com/#works ）  
 
■審査員⻑ 引地 耕太⽒からのメッセージ 

 
引地 耕太 ⽒ 
クリエイティブディレクター／株式会社 VISIONs 代表取締役／⼀般社団法
⼈ COMMONs 代表理事 
 
 
 
 

 
AI を使って、⼈間らしい作品を 
 
AI 時代だからこそ、問い直してください。⼈の⼼を動かすとは、どういうことか。 
AI は、多くの場合、正解を導きます。でも、⼈の⼼を動かすのは、必ずしも正解ではありません。正しさ
だけでは、⼈は動かないのです。 
⼼が動くものは、⾯⽩いもの、美しいもの、感動的なもの、かっこいいもの、可愛らしいもの。 
 
そうしたものには、少しだけ常識や最適解からはみ出した「ズレ」や「違和感」があります。 
AI がどれだけ進化しても、そのズレを恐れず⽣み出し、それに意味を与える思想は、⼈間の仕事です。 
きれいにまとまった作品よりも、あなた⾃⾝の視点や違和感が滲み出た作品の⽅が、ずっと⾯⽩いと思いま
す。 
AI を使うことは前提でいい。でも、AI に使われてはいけない。 
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AI はやがてインフラになります。電気を使うことが価値にならないように、AI を使うこと⾃体に価値はな
くなります。 
価値になるのは、それを使って何を問い、何を⽣み出すかです。 
AI を使って、⼈間らしい作品をつくってください。それが⼈の⼼を動かし、ひいては社会を、そして未来
を動かします。 
AI を使った、あなただけの作品を期待しています。 
 
■審査員⼀覧（五⼗⾳順） 
 

・有⾺ トモユキ ⽒ 
⽇本デザインセンター 有⾺デザイン研究室 クリエイティブディレクター 

 
 
 
・清⽔ 勝太 ⽒ 

KOEL ／ WIT COLLECTIVE ディレクター ／ クリエイティブコンダクター 
 
 
 
 
・広野 萌 ⽒ 

株式会社フォルテ 代表取締役 ／ ⼀般社団法⼈デザインシップ 代表理事 
 

 
 
 

 
■コンテスト概要 

本コンテストは、18 歳以上 30 歳未満の若⼿クリエイター・デザイナーを対象に、AI を活⽤した新規サ
ービス／プロダクトの企画提案を対象とする「プロダクト部⾨」と、AI を活⽤したデジタル作品を対象と
する「ビジュアル部⾨」の 2 部⾨で募集します。最優秀賞には賞⾦ 100 万円が贈られます。 
 
コンテスト名 GMO DESIGN AWARD 2026 
テーマ トキメキ 
作品募集期間 2026 年 6 ⽉ 15 ⽇（⽉） 〜 9⽉ 30 ⽇（⽔）23:59 
賞 ●最優秀賞／１点／賞⾦ 100 万円 

 
●優秀賞／4点（各部⾨・各カテゴリー各 1点）／賞⾦ 20 万円 
 ・プロダクト部⾨ 
 ・ビジュアル部⾨ 
 ・プロダクト部⾨／学⽣カテゴリー 
 ・ビジュアル部⾨／学⽣カテゴリー 
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●審査員賞／各審査員が選定する賞を設けます（賞・賞⾦額・点数は決定次第、特
設サイトにて発表） 

募集内容 ●プロダクト部⾨ 
テーマに沿った、AI を活⽤したプロダクト、もしくはそのアイデアの提案。 
 
●ビジュアル部⾨ 
テーマに沿った、AI を活⽤したデジタル作品。 
例︓ 
・複数の静⽌画を通じたストーリー表現 
・動画の表現 
・⾳を組み合わせた表現 
・3D空間での表現 
※2D の単⼀の静⽌画は対象外となります。 

応募⽅法 特設サイトからご応募ください 
参加資格 応募時点で個⼈またはグループの全員が 18 歳以上 30 歳未満であること。 
審査基準 ①GMO インターネットグループ デザインプリンシプル 

「求⼼⼒をつくる」「細部まで洗練されている」「触れるたびに好きになる」の 3 つ
の指標をもとに評価。 
 
②AI 活⽤の⽅法 
制作プロセスにおける AI の活⽤⽅法や、独⾃の視点・⼯夫を評価。 

結果発表 【⼀次審査】 
社内審査員による審査 
2026 年 10 ⽉上旬を⽬処に通過者へメールにて通知予定 
 
【最終審査】 
社内及びゲスト審査員による審査 
2026 年 12 ⽉を⽬処に通過者へメールにて通知予定 
 

主催 GMO インターネットグループ 
特設サイト https://gmo-design-award.com/ 

※詳細は特設サイトをご覧ください 
 
 
 

以上 
 

 
 
 
 
 
 

【コンテストに関するお問い合わせ先】 
●GMO インターネットグループ株式会社 
グループ広報部 技術広報チーム 若林  
 TEL︓03-5456-2626 
 E-mail︓devrel@gmo.jp 
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【GMO インターネットグループ株式会社】（URL︓https://group.gmo/） 
会 社 名 GMO インターネットグループ株式会社 （東証プライム市場 証券コード︓9449） 

所 在 地 東京都渋⾕区桜丘町 26番 1号 セルリアンタワー 

代 表 者 代表取締役グループ代表 熊⾕ 正寿 
事 業 内 容 持株会社（グループ経営機能） 

 
■グループの事業内容 
インターネットインフラ事業  
インターネットセキュリティ事業 
インターネット広告・メディア事業 
インターネット⾦融事業    
暗号資産事業 

資 本 ⾦ 50億円 
Copyright (C) 2026 GMO Internet Group, Inc. All Rights Reserved.  

【報道に関するお問い合わせ先】 
●GMO インターネットグループ株式会社 

グループ広報部 PRチーム ⽥部井 
TEL︓03-5456-2695 
お問い合わせ︓https://group.gmo/contact/press-inquiries/  
 

https://group.gmo/
https://group.gmo/contact/press-inquiries/

